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北陸地方整備局
１ ．今次水害の概要 1.1 降雨状況

■レーダー雨量（中部地方）

令和元年10月13日0時
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【凡例】

●：国交省所管雨量観測所
◎：気象庁所管雨量観測所

雨量： 0㎜～100㎜
雨量：100㎜～200㎜
雨量：200㎜～300㎜
雨量：300㎜～400㎜
雨量：400㎜以上

信濃川流域降雨量分布図
10/11～10/13総降雨量（㎜）

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

大型で非常に強い台風第１９号は、１０月１２日の夕方から夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地方に上陸
し、台風本体の発達した雨雲の影響により、既往最大を超える大雨をもたらした。

1

令和元年10月12日18時

令和元年10月12日12時令和元年10月12日9時

令和元年10月12日15時

令和元年10月12日21時

※第1回信濃川水系緊急治水対策会議（千曲川）資料より



北陸地方整備局
１．今次水害の概要 1.2 水位状況

■信濃川水系／千曲川
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既往最高水位 ５．２０ｍ
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（立ヶ花水位観測所）
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■信濃川水系／信濃川
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水位
（m）

１０月１３日 １５：１０

ピーク水位 １７．０６ｍ
昭和５７年９月１３日 １４：００
既往最高水位 １６．２３ｍ

（生田水位観測所） （杭瀬下水位観測所）

（小千谷水位観測所） （長岡水位観測所） （大河津水位観測所）

既往最高水位 12.46mを記録
〔今次出水以前の最高水位：11.13m（S58.9.29）〕

既往最大

既往最大

既往最大

既往最大

既往最大

既往最大

※速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

信濃川水系では、本川の水位観測所で全川を通じ既往最大を観測。
立ヶ花水位観測所では、これまでの最高水位であった昭和58年9月洪水を約1.3ｍも上回る既往最高水位を記録。

※第1回信濃川水系緊急治水対策会議（千曲川）資料より
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北陸地方整備局

千曲川

犀川

犀川

梓川

大町ダム
高瀬川

新潟県

群馬県

山梨県

長野県

千曲川 穂保地先堤防決壊（L=約70ｍ）

三念沢 豊野地先 堤防決壊

皿川 北山地先堤防決壊

麻績川宮の下地先 堤防決壊

志賀川 下宿地先 堤防決壊

滑津川 石神地先 堤防決壊

：決壊

：溢水・越水

：内水

：内水＋溢水

：国管理区間 ：県管理区間

：決壊

：溢水・越水

：内水

凡例
直轄管理区間 県管理区間

令和元年、台風第１９号により、長野県内の各地で被害が発生した。

国管理河川では、千曲川において堤防決壊が発生し、県管理河川では、皿川及び三念沢、志賀川、滑津川、麻績川にて堤防決壊が発生し、

浸水被害をもたらした。

信濃川水系長野県 （12月6日現在）

堤防決壊 越水・溢水 内水被害 内水被害＋溢水 河川管理施設被害

国管理河川 1水系1河川1箇所 1水系1河川14箇所 1水系2河川18箇所 1水系1河川1箇所 1水系2河川57件
県管理河川 1水系5河川6箇所 1水系15河川21箇所 1水系3河川3箇所 0水系0河川0箇所 1水系134河川971件

さらがわ さんねんざわ し が が わ なめつがわ お み が わ

１．今次水害の概要 1.3 被害状況（長野県内）
※第2回信濃川水系流域委員会資料より
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北陸地方整備局

信濃川

魚野川

関川

阿賀野川

桑取川
新潟県

福島県

長野県

12.2km

令和元年 台風第１９号による新潟県内の被害状況
令和元年、台風第１９号により、新潟県内の各地で被害が発生した。

国管理河川では、信濃川において浸水被害が発生し、県管理河川では、魚野川（信濃川水系）及び矢代川

（関川水系）で堤防決壊が発生した。

矢代川 西田中地先 堤防決壊

魚野川 姥島新田地先 堤防決壊
：決壊

：溢水・越水

：内水

：国管理区間 ：県管理区間

：決壊

：溢水・越水

：内水

凡例
直轄管理区間 県管理区間

信濃川水系新潟県 （12月6日現在）

堤防決壊 越水・溢水 内水被害 河川管理施設被害

国管理河川 0水系0河川0箇所 1水系1河川6箇所 0水系0河川0箇所 1水系2河川16件
県管理河川 1水系1河川1箇所 1水系2河川3箇所 0水系0河川0箇所 1水系7河川18件

や し ろ

１．今次水害の概要 1.4 被害状況（新潟県内）
※第2回信濃川水系流域委員会資料より
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北陸地方整備局
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大河津水位観測所（雨量：野沢温泉雨量観測所）

▽ 計画高水位 16.29m
▽ 氾濫危険水位 16.10m

▽ 避難判断水位 15.60m

▽ 氾濫注意水位 13.40m

▽ 水防団待機水位 12.50m

雨量（mm/h）水位（T.P.ｍ）

観測史上
最高水位

計画高水位を超過
（T.P.17.06m）

12
日

12
日

23
:0

0
24

:0
0

１３日１２日

大河津分水路

新潟市方面

燕市

信濃川

長岡市

位 置 図

大河津水位観測所

第二床固

洗堰

第二床固副堰堤付近の状況
（10月13日16時06分時点）

JR越後線信濃川分水橋梁付近の状況
（10月13日11時55分時点）

JR越後線
信濃川分水橋梁

（右岸）土のう積 作業状況（燕市）

大河津分水路

（右岸）土のう積 作業完了（燕市）

9時間50分

弥彦村

可動堰

日
本
海

（平常時）

大河津分水路では、ＪＲ越後線信濃川分水橋梁の橋桁まで水位が上昇。左右岸で水防活動を実施し越水を防止。

１．今次水害の概要 1.3 被害状況 直轄信濃川大河津分水路
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北陸地方整備局
1．今次水害の概要 1.4 穂保地先の被害と堤防緊急復旧、排水活動

決壊箇所越水状況（10月13日2時12分時点）

浸水状況（ヘリ調査10月14日11時撮影）

浸水状況（豊野地先10月13日17時撮影）

決壊状況（10月13日6時30分撮影）

R406号

長野電鉄長野線

浸水推定段彩図（10月13日時点）

排水ポンプ車による排水活動

北陸新幹線車両基地
堤防決壊

穂保地先では、10月13日1時頃から越水が始まり、その後時間の経過とともに越流水が増大して堤防背後の侵食が進行。 2時15分頃を最後に
監視用カメラも倒壊。
13日の早朝、堤防が約70ｍに渡り決壊しているのを確認。

浸水面積 約9.5㎢

○

道の駅
小布施SIC
ハイウェイオアシス

豊野中学校 豊野支所

市立長沼小

長沼保育園

市立東北北中

長野市民病院

県障害者福祉ｾﾝﾀｰ

県立総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

○○
○

豊野老人福祉センター

○豊野みなみ保育園

○

○

○
○

○

○

グリーンピア千曲

北陸新幹線車両基地

R18号

R18号

浸水被害に対して、TEC-FORCE
（緊急災害対策派遣隊）として、九
州、四国、近畿等の地方整備局
から排水ポンプ車を最大23台によ
る排水活動を実施。

6



北陸地方整備局

10月13日(日) 7時10分より24時間体制で緊急復旧工事に着手。
10月17日(水) 仮堤防が完成。
10月30日(水) 9時00分 鋼矢板仮締切堤防が完成。

2019年10月30日（水）7時00分撮影

1．今次水害の概要 1.4 穂保地先の被害と堤防緊急復旧、排水活動
※第2回千曲川堤防調査委員会資料より
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北陸地方整備局

15000 5000 20000

仮置きヤード
20000

【緊急復旧断面図】

1．今次水害の概要 1.4 穂保地先の被害と堤防緊急復旧、排水活動
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北陸地方整備局

計画高水位

計画の堤防高

余裕高

計画の堤防天端幅

第２種側帯（桜づつみ）

非常用の備蓄土砂

樹木・桜

水防・木流し用

２．これまでの河川整備 2.1 穂保地区の堤防状況
※第2回千曲川堤防調査委員会資料より
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北陸地方整備局
２．これまでの河川整備 2.2 信濃川水系河川整備基本方針・同整備計画(概要)

信濃川水系河川整備基本方針(平成20年6月策定) 信濃川水系河川整備計画(平成26年1月策定)

計画高水流量図（信濃川上流部・中流部）

信濃川水系河川整備計画の目標

洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

１．目標設定の背景
水系一貫となって災害防止・被害最小化を図る観点から、上下流、

本支川バランスを確保し、県境区間や支・派川等については、整備
に関する情報を共有するなど関係する河川管理者と連携を図りつつ
水系全体として段階的かつ着実に治水安全度の向上を図ります。

２．整備の目標
河川整備基本方針で定めた目標に向けて、現在の河川整備状況、

背後の利用状況、上下流、本支川の整備バランス等、総合的に勘案
し、段階的かつ着実な河川整備を実施することで戦後最大規模の洪
水に対し災害の発生の防止又は軽減を図ります。
本河川整備計画に定める整備によって、上流部（千曲川）につい

ては、昭和34年8月洪水や昭和58年9月洪水、平成18年7月洪水等の
本川上流や犀川からの洪水特性を踏まえ、昭和58年9月洪水と同規
模の洪水が発生しても、堤防の決壊、越水等による家屋の浸水被害
の防止又は軽減が図られます。

信濃川水系河川整備計画(平成26年1月策定)

目標とする河道処理流量（信濃川上流部・中流部）

※なお、流域内の洪水調節施設がない場合は
小千谷10,200m3/s、立ヶ花7,600m3/sとなります。

河道掘削

信濃川水系河川整備計画（附図）［上流部］より

※信濃川水系河川整備計画より
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北陸地方整備局

決 壊 要 因 の 可 能 性 影響程度

越水
監視カメラから越流が生じているのが確認されており、堤防決壊地点の上下流区間も川裏法尻に
越流水による洗掘等が確認されている。これらのことから、越流によって堤防等の欠損が発生し決
壊の主要因になったと推定される。

○

浸透

パイピング
破壊

堤防決壊地点の基礎地盤は厚い粘性土層の分布が確認されており、パイピングが起きにくい地質
構成になっている。
今回出水の降雨・水位を再現した安定計算結果から、照査基準値を満足している。
被災後の現地調査からも噴砂跡等は確認されていない。これらのことから、パイピングが主要因と
なった可能性は低いと推定される。

×

すべり破壊
今回出水の降雨・水位を再現した安定計算結果から、照査基準値を満足している。
また、越流時の洗掘により堤防等が痩せていく過程ですべり破壊が生じた可能性は排除できない
が主要因ではないと言える。

×

侵食
堤防決壊箇所の上下流とも川表法面に目立った侵食の痕跡は確認できないことから、決壊の主
要因となった可能性は低いと推定される。

×

堤防決壊の要因を検証して堤防の復旧工法を立案するため、学識者等からなる堤防調査委員会を開催し、意見・助言を頂いた。

千曲川左岸57.5ｋ付近（穂保地先）における堤防の決壊原因は、「越水」と推定。

※第3回千曲川堤防調査委員会資料より

３．堤防被災状況と復旧工事 3.1 堤防決壊の原因(1)
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北陸地方整備局

段階 プロセス 模式図

STEP1

越水の開始

河川の水位が上昇し、越水が生じる。

越流水により川裏法尻部の洗掘が始まる。

STEP2

川裏部の洗掘

越流水による川裏部の洗掘が進行し堤体の欠

損が進行した。

天端舗装（長野市道）や完成堤防の川裏側に第

2種側帯（桜づつみ）が施工されていたことが、

決壊に至るまでの時間をある程度引き延ばした

と推定される。

STEP3

決壊(堤体流失)

天端舗装も流失し、堤防幅がさらに減少し、川

表からの水圧に耐えることができず、決壊に

至ったと推察される。

堤防決壊のプロセスは、下記のとおりと推定。

３．堤防被災状況と復旧工事 3.1 堤防決壊の原因(2)
※第3回千曲川堤防調査委員会資料より
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北陸地方整備局

凡 例

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ボーリング

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

H17.5、H18.2実施調査

R1.12、R2.1実施調査

ボーリング

令和2年1月末時点

３．堤防被災状況と復旧工事 3.2 城跡調査の概要
※『長沼城の研究～城跡の検証～』長沼歴史研究会 長沼城跡復元図 へ地質調査位置等を記入

← 千 曲 川
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北陸地方整備局

堤防決壊範囲

図-2 想定地質横断図（L57.4k)

Bg

Bc
Bs1

Bs2
1-P3

NO.1(H17.5)

NO.3(H18.2)
NO.2(H18.2)

S.1(H18.2)
S.2(H18.2)

柱状図では砂礫と評価

図-1 想定地質縦断図（千曲川左岸）※堤防天端から掘進

Bｇ

比較的大きな
礫が見られる

図-3 L75.4k（№1）ボーリングコア(H17.5)

図-4 Bs1層粒径加積曲線

決壊部上流側川裏の状況

図-5 決壊部の状況(R1.10.13撮影）

決壊部下流側川裏の状況

※第3回千曲川堤防調査委員会資料より

想定地質縦断図の左岸57.4kに図示されたＢｇ層は、断面方向に3箇所で実施されたボーリング調査のうち、堤防天端より掘進した№1ボーリングコアから比較

的大きな礫が見られ、柱状図において砂礫（Ｂｇ）と評価されている。なお、川裏側の№3では確認されていないことから、局所的に分布するものと考えられる。

上記で評価された砂礫（Ｂｇ）の粒度試験結果では、礫分29.9％、砂分54.5％と砂分の割合が多いことから『細粒分質礫質砂』に分類されている。

既存堤防及び基礎地盤部の土質等の確認は、仮堤防撤去時の開削調査で実施する。

（参考）堤防決壊箇所の堤防及び基礎地盤の土質（H17,18年調査から）

Ac
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北陸地方整備局※第3回千曲川堤防調査委員会資料より

法肩部をブロック等で保護する
ことにより、越水した場合には
崩壊の進行を遅らせる。

法 覆 護 岸

高い水位が長時間継続する千曲川
の洪水特性や新堤築造後の安定性
を考慮し、川表側に法覆護岸を施工
する。

法 肩 保 護 工

法 尻 補 強 工
基 礎 地 盤 処 理

堤防決壊地点は、落掘等による不陸や
軟弱土の堆積による不等沈下等が懸念
されることから、不良土をはぎ取り、良質
土による置換盛土を行う。
その他、施工時に再調査を行い、玉砂
利等の不要物を除去する。

桜づつみ盛土

縁切材

天 端 舗 装 工

アスファルトで舗装し、
雨水の浸透を抑制する。

裏法尻をブロック等で補強し、
越水した場合には、深掘れの
進行を遅らせる。

【 横 断 模 式 図 】

H.W.L

３．堤防被災状況と復旧工事 3.3 復旧工法
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北陸地方整備局
４．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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長和町

千曲市

坂城町

上田市

堤防強化（浸透対策）

大
臣
管
理
区
間堤防整備

堤防強化（越水対策）

堤防整備

堤防強化（越水対策）

千曲
川

千曲川

東御市

千曲市

青木村

筑北村

110

120

↑
番
屋
川

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（位置図）

雨水貯留施設の普及

既存施設の耐水化

遊水地整備

河道掘削

■流域における対策

・ため池等既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グランドなどを活用した雨水貯留施設
・排水機場等の整備、耐水化の取組
・防災拠点等の整備

■ソフト施策

・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による水害 に強い地域づくりの検討
・高床式住まいの推進
・マイ・タイムラインの普及
・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

河川における対策

河川等災害復旧事業

佐久市

※「遊水地の位置、対策内容に
ついては、今後の調査・検討等
を踏まえ、決定する」

凡例

浸水範囲

決壊箇所（国）

決壊箇所（県）

大臣管理区間

18



須坂市

決壊（L58k付近）

長野市

小布施町

長野市

千曲市
坂城町

上田市

千曲川

千曲川

堤防強化（浸透対策）

堤防強化（越水対策）

堤防強化（浸透対策）

堤防整備

堤防強化（越水対策）

堤防強化（越水対策）

堤防強化（越水対策）
堤防強化（越水対策）

堤防整備

堤防整備

長野市

千曲川

犀川

河道掘削

高山村

浅川内水対策

岡田川内水対策

沢山川堤防強化

←仙人川

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（位置図）

雨水貯留施設の普及

既存施設の耐水化

遊水地整備

堤防強化（越水対策）

■流域における対策

・ため池等既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グランドなどを活用した雨水貯留施設
・排水機場等の整備、耐水化の取組
・防災拠点等の整備

■ソフト施策

・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による水害 に強い地域づくりの検討
・高床式住まいの推進
・マイ・タイムラインの普及
・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

河川における対策

河川等災害復旧事業

河道掘削

※「遊水地の位置、対策内容につい
ては、今後の調査・検討等を踏まえ、
決定する」

凡例

浸水範囲

決壊箇所（国）

決壊箇所（県）

大臣管理区間
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大
臣
管
理
区
間

木島平村

野沢温泉村

飯山市

中野市

小布施町

千曲川

堤防整備

堤防強化（越水対策）

河道掘削

堤防整備

堤防強化（越水対策）

河道掘削

堤防強化（越水対策）

堤防強化（越水対策）

堤防強化（越水対策）

千曲川

千曲川

凡例

浸水範囲

決壊箇所（国）

決壊箇所（県）

大臣管理区間

山ノ内町

飯綱町
信濃町

2
0

○
照
岡
1
号
樋
門

○
照
岡
３
号
樋
門

皿川堤防整備

堤防整備

堤防整備

浅川内水対策

寒川→

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（位置図）

雨水貯留施設の普及

ため池活用

遊水地整備

堤防整備

○
照
岡
２
号
樋
門

■流域における対策

・ため池等既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グランドなどを活用した雨水貯留施設
・排水機場等の整備、耐水化の取組
・防災拠点等の整備

■ソフト施策

・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による水害 に強い地域づくりの検討
・高床式住まいの推進
・マイ・タイムラインの普及
・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

河川における対策

河川等災害復旧事業

※「遊水地の位置、対策内容に
ついては、今後の調査・検討等
を踏まえ、決定する」
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